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Received of..．と
Received from..．について
中間敬犬
Receipt（領収書） とは， ‘Adocument issued by a CREDITOR to 
acknowledge payment of a debt." (Michael Greener, The Penguin 
Dictionary of Commerce, Second Edition) のことである。そして，そ
の文言には下にあげる用例が示すように， ‘Received of…'と ‘Received
from...'の二つの語法が見られた。
a-1. Received of Messrs. Henry Swinton & Son, of Fifth Avenue, 
New York, the sum of $1,000 (One Thousand Dollars) against 
my letter of credit furnished by Messrs. Hunt & Winans, Grace-
church Street, London, E. C. 3. 
-Pitman's Commercial Correspondence and 
(1) 
Commercial English, p. 100(1930) 
a-2. Received from Messrs. Thomas Golden & Sons the sum of 
Nine Hundred and Sixty-Five Pounds Ten Shillings in settlement 
of our claim for Compound Independent Engine. 
(2) 
-Pitman's Mercantile Correspondence, p.154 
(1929) 
(1) かっこ内の数字は引用書の出版年で，必要に応じて示す。
(2)本例は Receivedfromとthesum ofが活字体で，他の部分は，イタリック
体になっている。前者は印刷されていることを示し，後者は手書き，または，ク
イプで記入されたことを示すと考えられよう。同書には，領収書は本用例の他に
7例 (pp.10, 18, 39, 137, 162, 178, 179)あげられているが，前置詞はすべ
てfromである。
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用例a-1,a-2の前置詞 ‘of'と‘from'は，いずれも，起源，出所を示し，
「…から」の意で用いられている。「…から」の「…」の部分には，金銭の支
払人の名前がおかれ，それが，前置詞 of,fromの目的語になっている。
用例では， Messrs. Henry Swinton & Son, of Fifth Avenue, New 
Yorkと Messrs.Thomas Golden & Sonsがそれである。 ． 
上に見た1930年前後の用例では， ofあるいは fromが日本語の「…から」
に相当する語として用いられている。しかし，現在の英語では下の用例が示
すように，また，米国や英国の事務用品売り場で市販されている出来合いの
(3) 
領収書の文言に見られたように，前置詞 ofではな <,fromのほうを用い
るのが普通になっているようである。
a-3. Received/rom Dean and Stowe/the sum of Ninety four Pounds/ 
Twenty five pence/With Thanks WEA YEWELL WOOLLEN CO. 
LTD./ 
a-4. Received from 
The sum of 
For 
-C. E. Eckersley and W. Kaufmann, English 
(4) 
Commercial Practice and Correspondence, 
p. 167 (1973) 
Dollars $ 
() cash () check () M. 0. 
-Mary A. DeVries, The Prentice-Hall 
(3) 筆者は1982年8月中旬から1983年9月中旬にかけて関西大学在外研究員として
米国と英国に，さらに， 1987年10月に約2週間国際学会出席のため米国に滞在し
た。その間，折あるごとに数多くの店の事務用品売り場で，市販されている出来
合いの領収書の文言について実地調査を行ったが前置詞はすべてfromであっ
た。また，多くの版を重ねてきた羽田三郎著「英文貿易通信入門」（昭和30年初
版発行）にあげられている領収書の文言も Receivedof..（同書四訂版p.117)
であったが，同書の最新版の羽田三郎•島弘祐共著「貿易の英語」（森北出版像
1987年刊）では Receivedfrom... (p. 137)に改められている。
(4) 本例は Receiptform（領収書書式） としてあげられ，上部には会社名と住所
が印刷され，さらに， Deanand StoweとNinetyfourとTwentyfiveは手
書きで記入されている。なお，斜線は同書における改行を示す。
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Complete Secretarial Letter Book, p. 231 
(1978) 
上の用例，ならぴに，注(3)の記述から，英文領収書の文言の Received
に続く前置詞は最近はofではなく，ふつう fromが用いられると考えて差
支えないといえよう。従って，今では ofを用いると古めかしく，堅苦しい
印象を与えるであろう。本小論では， Receivedof…と Receivedfrom… 
における。fとfromの用法に焦点を当て，なぜ ofに換わって fromが
用いられるようになったのかについて考察を行いたい。
前置詞 ofとfromの本質について考える前に，領収書の文言の最初に
出てくる動詞 Receivedは過去形なのか，あるいは，過去分詞なのかを明ら
かにしておかねばならない。もし，過去形だとすると，その主語は何か。主
語は，領収書の署名欄に記入されている会社または個人である，または，会
社か個人を表す Weか Iが receivedの前に省略されている，と考えれ
ば， Receivedは過去形ということになり， thesum of…以下の語が同動
詞の目的語ということになろう。そのような理解の下に，用例 a-1と a-2
を against...以下と insettlement of...以下を省略して直訳すると，そ
れぞれ，「金1,000ドル ニューヨーク市五番街ヘンリー・スウィントン父子
商会殿i6領収いたしました」「金965ポンド10シリング トーマス・ゴール． 
デン父子商会殿より領収いたしました」となろう。しかし，そのような考え
方は正しいのであろうか。英文において，主語の一人称単数のIか一人称複
数の Weが省略されている， すなわち，（I)Receivedあるいは，（We)
Receivedのことであると考えられる場合とは， ふつう，簡潔に記す日記文
や，費用節減のために語数をできるだけ少なくすることが求められる電報文
などの中においてである。本動詞も，このような場合と同じく，過去形であ
ると考えて正しいのだろうか。
では， Receivedを過去分詞であると考えることは可能か。動詞 receive
はふつう他動詞として用いられることが多い。そして，他動詞の過去分詞は
(5) 
通例，受動的意味を有している。従って， Receivedを過去分詞であると考
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えるということは，同動詞が受動的意味で用いられているということにな
る。すなわち， Receivedは，能動的な「領収しました」という過去形では
なく，受動的な「（～によって）領収されている」の意の過去分詞である，
と考えられるということになる。そうすると， Receivedは，次にあげる用
例中の受動的意味を有する過去分詞の場合とも軌を一にしているといえよ
う。
b-1. Enclosed is a copy of our pamphlet entitled "High Sales Rec-
ords with Low-Pressure Selling." 
-William H. Butterfield. Effective Personal 
Letters, p. 280 
b-2. As requested. we have included a packing note with your 
goods, and have pleasure in enclosing a further copy of the note. 
-F; W. King and D. Ann Cree, English 
Business Letters, Revised by David 
〇'Gorman,p. 59 
上にあげた用例の過去分詞 Enclosedゃ requestedは，受動的意味を有
(6) 
しており，それぞれ， Enclosed(by us) is..とAsrequested (by you), 
we…と解することができる。これに従って，本論の Received…も (We)
received from...と能動的な過去形と考えるのではなく， Received(by us) 
from…と受動的な過去分詞であると考えるのである。さらに， Received
(by us) from… (is) the sum of..あるいは， Received(by us) from... 
(:) the sum of…または， Received(by us) (,) the sum of…と，
the sum of…の前には be動詞の isまたは，コロン (colon)か，次例の
ようにコンマ (comma)が省略されている，と考えることができる。しか
(5) 大塚高信編「新英文法辞典＜改訂増補版＞」 p.742, 大塚高信・中島文雄監修
「新英語学辞典」 p.847参照。
(6} As requestedの requestedは過去形ではなく過去分詞である。従って， As
you requestedではなく， Asrequested (by you)と理解される。拙著「商業
英語の語法」 pp.96~105と p.98の脚注 1)参照。
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し，このような考え方は硯代の分析的な思考に基づいたものであり，本来
(7) 
は，金銭を受領した者が Received(by...)of..または， Received(by…) 
from…すなわち，「～様より（～によって）受領」という受動的な気持ち
で， Receivedof..あるいは， Receivedfrom... と，これまた次例にもあ
るように，手書きで記し，さらに，受領した金額を thesum of…と付け加
えたものであろう。
a-5. She took a piece of paper and wrote : 
Received of Perry Mason, attorney for Eleanor Corbin, eighty-
five dollars. Rent from August 16th to August 23rd. 
She signed it, and Mason gravely pocketed the receipt,… 
-Erle Stanley Gardner, The Case of the 
Glamorous Ghost, p. 43 (1955) 
本用例では，弁護士の PerryMasonが she(= Ethel Belan)に85ドル
を支払って，領収書を要求している。 Belanは Masonから85ドルを受取っ
て，出来合いの領収書ではなく，一枚の紙に手書きで，先ず， Receivedof 
Perry Mason, attorney for Eleanor Corbinと記し，コンマを打ち， the
sum ofは省略して，金額の eighty-fivedollarsと続けている。さらに，
受取った85ドルの内容を Rentfrom August 16th to August 23rdと記
入，署名をした，とある。この場合の Receiりed..とは，既に考察したよう
(7) 筆者が米国でアパートを借りる際に支払った敷金に対する領収書 (1982年8月
26日付）はReceivedFrom で始まり，最後の行は By_
で終わり， Byの後に受取人の署名がある。 By..とは， Received
by…と解することができよう。しかし， By..は必ずしも Receivedに係るので
はな<,(Receipt)(Signed) by..の意で用いられているという解釈も成り立つ
であろう。なお，注(2)にあげた7例の内， 2例の領収書は下部に Signed:と
あり，その下にp.178の用例には会社名と署名が， p.179の用例には署名のみが
ある。
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に， Received(by Ethel Belan) of Perry Mason,…のこと，すなわち，
領収書に署名をした本人の Belanによって受領されている， と理解され
る。そして，受領金額の前にコンマがあるが， これは， Receivedis…（受
取られているのは……である）の気持ちをコンマを打つことによって軽く表
しているものと考えられよう。さらに，そのようなコンマが，印刷された正
式の領収書では省略されるようになったものと考えられよう。
以上，英文領収書の文言の Receivedは過去形なのか，または，過去分詞
なのかについて考察を行った。結論として， Receivedは受動的な意味を有
する過去分詞であると考えられる。そして，そのように理解することが最も
自然で，英語の本質にかなったものといえよう。
では，次に，前置詞 of,fromが動詞 receive以外の動詞との関連でど
のように用いられているかを用例を通して考察することにしよう。
Buy 
c-1. Bought of 
JOHN G. GARTSIDE & CO. LTD. 
-L. Gartside, Model Business Letters, p.150 
(1972) 
c-2. Messrs. Westcott & Co., Southampton, are prepared to buy 
at least 10, 000/1 lb. tins of "Lactic" Condensed Milk from Milk 
Products Ltd., London, to execute a foreign contract... 
-Roland Fry, Manual of Commercial Cor-
respondence, Fifth Edition, p. 47 
用例 c-1.のBoughtof..（…から買付け）は INVOICEの中の文言であ
る。同じような用例は，先にあげた用例 a-2の引用書 Pitman'sMercan-
tile Correspondence (1929)にも見られる。同じく INVOICEの中の文言
で， Boughtof NATH. JOHNSTON & SONS (p. 29) と Boughtof 
(8) 
HARBINSON & SEA VER (p. 38)がそれである。 Woodは動詞 buyの
(8) Frederick T. Wood, English Prepositional Idioms, p.143. 
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前置詞の用法に関して， Webuy things at a shop, but from a firm or 
a. person.の用例をあげて，後者の fromの代わりにかつては ofが用い
られたが今では廃れている，と述べている。さらに， Woodは Ibought it 
off a man I met in a public house.の用例をあげ， buysomethingoff 
a personに見られる卑俗な offの用法に昔の ofの痕跡が残っている，と
述ぺている。また， LDC危）は buyの項で Hebought me a book from/ 
(sl) off them for £5.（旧版）， Webought it from/(infml) off our 
neighbours.（新版）の用例をあげているが，旧版で slangとしていた。ff
を新版では informalとしていることは興味深い。ここにあげた buyof, 
buy off, buy fromの用法から，これらの3つの前置詞は of=off= from 
という公式を立てられるほどに意味の上で類似した点を有していることがわ
かる。事実，前置詞 ofと offは， primitiveOEでは stressedのrefと
unstressedの ofに分かれていたのが，後に refが使われなくなり， ofが
stressed, unstressedの両方に用いられるようになり，それが MEの末期
まで，また，しばしば， 1600年，あるいは，それ以後までも続いたのであ
る。そして， offが現れ始めたのが1400年頃である。従って， ofと offは
(10) 
本来，語源が同じ姉妹語，いわゆる， doubletである。なお，本用例の
BoughtもRer:eivedと同じく過去分詞であると考えられる。
Ask 
d-1. LISTEN. HONEY…I JUST HAVE ONE FAVOR TO ASK OF 
YOU BEFORE I GO 
-Dean Young and Jim Raymond, Blondie, 
p.5 
d-2. He felt that it was not proper for him to express his opinion 
to or ask questions of his superior in age and rank. 
(9) Longm仰 Dictionaryof Contemporary English (LDCE). 
(10) The Orford English Dictionary (OED)；小西友七著「前置詞（下）」 p.1
参照。
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-Douglas Stout, U.S. A. : Dreams and Reali-
ties, p.16 
d:-3. When asking for information from strangers, try to pick 
someone that isn't in a hurry. 
-William L. Clark, Everyday Conversation, 
p.18 
(11) 
「お願いがあります」に相当する表現に MayI ask you a favour? が
(12) 
ある。本文の youを強調のために，文中で最も強調する位置の文尾に移動
(11) 
すると MayI ask a favour of you ?になる。すなわち， youの前には
前置詞の。fがおかれる。上にあげた用例 d-1はこの文の変形といえよう。
用例 d-2は askhis superior questionsの hissuperiorが文尾におか
(13) 
れ， askquestions of his superiorになったものである。用例 d-3は
asking strangers for informationの strangersが文尾におかれ， asking
for information from (of) strangersの文型になったものである。動詞
askが用例 d-'-2の文に見られるように「質問する」の意の場合， Iasked 
him a question．→ I asked a question of him. とし，前置詞 ofを用
いるのが普通である。しかし， d-3のように askfor…として，または，
(11) A. S. Hornby, Guide to Patterns・and Usage切邸glish,Second Edition, 
pp.51~52参照。
(12) William Strunk, Jr.・ and E. B. White, The Elements of Style, Third 
Edition, p. 32~33参照。
(13) Cf. Usually we don't ask personal questions to strangers. (William L. 
Clark, Everyday Conversatiqn, p. 58)本例のように，前置詞 ofではなく，
toが用いられる場合があるが，これは Wedon't ask personal questions of 
strangers.とWedon't put personal questions to strangers.の Blending
（混交）であると考えられる。また， 本語法に関しては， 田中春美氏の「さら
に興味深かったのは，全面的に否定されるものと予想した (4)He asked a 
question to me.＜中略＞が，最年少者 (20代の米国人一筆者注）の返事ではさ
しつかえないとされたことです」との記述がある。「硯代英語教育」 1971年4月
号「英語クリニック」 p.48参照。
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(14) 
He asks too much from his workers. と「…を求める」の意で用いられ
る場合，本来の前置詞は ofと考えられるが，用例が示すように fromも用
いられる。動詞 askが「…を求める」「…を要求する」の意で用いられる場
合は， d-1や d-2の「…に・・・をお願いする」とか「…に質問する」の場合
とは異なって，「…を…から求める」のように「いから」の意が強く感じら
れるので，多義のために意味の点で希薄になる。fではなく， 「…から」の
意がより強く出る fromが用いられるのではなかろうか。ちなみに， OED
では，前置詞 ofが63の語義に大別されているのに対し， fromは15の意味
に分けられている。
Demand 
e-1. "Is my comb. You tel him!" Tica Feo had demanded of Mr. 
Schaeffer. But Mr. Schaeffer with quiet firmness had said no, it 
was not his friend's comb-an answer that seemed to defeat al 
concerned. 
-Truman Capote,'A Diamond Guitar,' 
Breakfast At Tiffany's, p.132 
e-3. He demanded an apology from me. 
Expect 
-Arnold Leonhardi and Brian W.W. Welsh, 
Dictionary of English Usage, p. 82. 
f-1. The great number of tasks she has to do makes the American 
mother aggressive and directive. If she were not, she would not 
finish al that is expected of her. 
-Gladys G. Doty and Janet Ross, Life in 
the U.S. A., p. 41 
f-2. All her life, she had been surrounded by servants. She knew 
what to expect from them, how to evaluate them, and how to get 
(14) MACMILLAN CONTEMPORARY DICTIONARY参照。
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a polished performance from them. 
Require 
-J. B. West, Upstairs at the White Hou$e, 
p.239 
g-1. A greater• difficulty arises from the fact that in the usual type 
of comprehensive high school certain courses are required of al 
students. 
-Gladys G. Doty and Janet Ross, Life in 
the U.S. A., p. 54 
g-2. The President's wife delegated responsibility, requiring the 
same efficiency from her staff as she did of herself. 
-J.B. West, Upstairs at the White House, 
p.27. 
上の用例に見られるように，動詞 demand,expect, requireの場合も，
本小論で考察している動詞 receiveと同様に，前置詞は ofだけではなく
fromも用いられている。このことに関連して， OEDは ofの項10.a．で
(15) 
＜前置詞 ofは borrow,・ buy, gain, hold, purchase, receive, win等
の動詞の後で用いられるが， ofはfromに変わることもある。昔は， get,
have, steal, takeなどにも。f が用いられたが，今では fromが用いら
(16) 
れる＞と定義している。また， 10.b. では <ask,beg, crave, demand, 
(15) We take the liberty of reminding you of the amount you borrowed of 
us falling due on the 16th January without our being provided with funds. 
一石川文吾著「改訂商業英作文講義•第一巻」 (1918) ; I borrowed some money 
from (= of) him. -「勝俣英和活用」 (1958).
(16) If you are carrying life insurance to provide for your family after you're 
gone, do not, I beg of you, have your insurance paid in one lump sum. 
-Dale Carnegie, How to Stop Worrying and Start Living (1948) ;. May 
I beg of you to do it ? -「勝俣英和活用」 (1958); Every day he was 
carried to the gate to beg for money from the people who were going 
into the Temple. -Good News Bible, Acts 3: 2 (1976). 
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desire, entreat, 紅 Peet,inquire, re.quest, require, seek等の後や，
learn, hearの後にも用いられる＞とし，さらにくこれらの内のある語，例
えば， ask,inquireなどの語は，以前には atと共に用いられた＞と定義
し，ある語の場合は， ofがfromに変わることもある＞と付記している。
以上，本論文の主たる考察の対象である Receivedof, Received from 
において，なぜ前置詞 fromが ofに換わって用いられるようになったか
を考察するために，他の動詞 buy,ask, demand, expect, requireが前
置詞。f,fromと共にどのように用いられているかを用例を通して見た。
これらの動詞の場合も， OEDが ofの定義で，＜ofはfromに変わるこ
ともある＞と付記しているように， ofだけではなく， fromも用いられて
いた。先に見たように，動詞 buyは，かつては， buyof…としても用い
られていたが，今は普通の文ではbuyfrom...がそれにとって換わったと考
えてよいであろう。すなわち， 起源， 出所を示す「…から」の意を前置詞
ofではなく， fromを用いてはっきり表すようになったということである。
Received ofが廃れて， Receivedfrom…がそれにとって換わった語法も，
動詞buyの場合と軌を一にしていると考えられよう。では，用例を通して見
た動詞 demand,生紅Peet,requireと共に用いられている。fとfromの
間にはなんらかのニュアンスの遮いがあるのであろうか。また，将来は，動
詞buyゃreceiveの場合と同じく，前置詞 ofが廃れて， fromがそれにと
って換わる傾向にあるのであろうか。
では，前置詞 ofと fromのニュアンスの遮いについて用例を通して考
察を試みることにしよう。
h-1. We have received an order worth $ A2000 from John Oxford 
Co.,_Ltd., of 229 Clarke St., Adelaide 3,. and before we grant credit 
of this amount we should be obliged if you could obtain infor-
mation about their reputation and financial standing. 
-Gordon Drummond, English for Inter-
national Business, p.103 
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本用例にある会社名に続く前置詞 ofはatに換えて h-1-a.John Oxford 
Co., Ltd., at 229 Clark St., Adelaide 3,…と書き換えることも可能であ
る。その場合，どのようなニュアンスの遮いが出てくるのか。 h-1-aにおけ
る前置詞 atの前には，例えば， locatedゃ situatedのような語を入れる
ことができるが， h-1における。fの前にはそのような語を入れることはで
きない。ということは， of…以下の語と at…以下の語が，それぞれ，前
にある JohnOxford Co., Ltd. に係る係りかたの度合いに遮いがあると
いうことである。前置詞 ofの場合は， of..以下の語が，その前の John
Oxford Co., Ltd. と ofの間になんらの語も割り込ますことができないほ
ど密接に前の語に係っているのに対し， atの場合は， at..以下の語の前に
situatedとか locatedの語を入れることができるぐらい， 前の語との間に
離れた感じがある，換言すると， ofの場合に見られる，前の語に密接に係
(17) 
っているという感じがないということである。このことが，前置詞 ofとof
以外の前置詞との遮いであると考えられる。前置詞 ofと fromの場合に
も同じことがいえよう。
Received of..と Receivedfrom…における。fとfromは，日本語
で言い表すとどちらも「…から」「…より」ということになり，そして，両
語はその意味で用いられているので，まった＜蠍いはないということにな
る。しかし，動詞 buyゃ receiveと共に用いられた。fが廃れて from
がそれにとって換わったということは，両語とも同じ意味で用いられている
とはいうものの， ofは，本質的に， fromとは異なると考えられよう。そ
の遮いとは，上で見た。f…と at…が遮うということと似通うところがあ
るといえよう。
では，次に legsof a tableと legsfrom a tableについて考えてみよ
(17) このことは Wehave the pleasure of informing you…と Wehave pleasure 
in informing you..において of..以下の語句と in…以下の語句がそれぞれ
pleasureに係る度合いに遮いがあるということにも見られる。詳しくは，拙著
「商業英語の語法」 pp.246~253参照。
58(58) 第 33巻第 1 号
う。前者は「テープルの脚」の意で， ofa tableはofの前になんらの語も
割り込ますことができないほどに legsに密接に係っている。後者は直訳す
ると「テープルからの脚」の意で，前置詞 fromの前には takenのような
語を入れることが可能であり，従って， froma tableと legsの間にはそ
のような語を割り込ますことができるぐらい遊離した感じがあるということ
になる。ということは，前者が，テープルに付いている脚を暗示するのが普
通であるのに対し，後者は，テーブルからもぎ取った，テーブルから切離さ
れた脚を暗示するということになろう。もちろん，テープルからもぎとって
きた脚であっても， legsof a tableと言えないというわけではないし，そ
のように言う場面もあるであろう。
次に， dieofとdiefromの用法について考察することにしよう。
i-1. DIED: Richard Ellmann, 69; apparently of pneumonia, ・ in
Oxford, England, May 13. The distinguished biographer of James 
Joyce had… 
-Newsweek, May 25, 1987, p. 21 
i-2. In 1957, when my husband died of cancer, I was asked by 
Shell to take over his responsibilities as gene~al manager and… 
-Reader's Digest, April 1988, p.127 
i-3. Charles Evans Hughes, former Chief Justice of the United 
States Supreme Court, said : "Men do ・ not die from overwork. 
They die from dissipation and worry." Yes, from dissipation of 
their energies—and worry because they never seem to get their 
work done. 
-Dale Carnegie,. How to Stop Worrying a叫
Start Living (Revised_ Edition), p. 251 
i-4. Doctors now say that one in four regular smokers dies from 
the habit and two of the remaining three seriously damage their 
health. 
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-Ray Miles,'Home Thoughts from Abroad,' 
『NHKテレデ英語会話I』1988年4月号 p.84
i-5. He died in office from a paralytic stroke, Nov. 2, 1875. 
-Encyclopaedia Britannica, Volume 23, 
p.548 
動詞 dieは上にあげた用例が示すように dieof…,die from…として用
いられる。前者が直接の原因を，後者が遠因を言い表すときに用いられる，
とされているが，この区別は必ずしも厳密に守られているとはいえないよう
(18) 
だ。例えば，用例 i-5は直接の死因を述べているので Hedied of a para-
(19) 
lytic stroke. とするほうが良いと考えられるが， fromになっている。し
かし，用例の Hedied of pneumoniaゃ Hedied of cancerが示すよう
に， death の近因を表す場合は of を，また， Mendo not die from 
overworkゃ Theydie from dissipation and worryが示すように，
deathの遠因を表す場合は fromを用いるのが本来の語法であろう。では，
なぜ前者には ofが，後者には fromが用いられるのか。両文は，自動詞
の die十前置詞の。fまたは from十前置詞の目的語という文型になってい
る。従って，その逮いとは前置詞の。f あるいは fromにあるということ
になる。既に用例 h-1の会社名＋of＋住所と会社名＋at十住所や legsof 
a table, legs from a tableの考察で見たように，前置詞 of…は，前に
おかれている名詞に密接に係っているのに，前置詞 at…ゃ from…は of
の場合ほど密接に前の語に係っていない，従って， atゃ fromの前に語を
挿入することが可能であることがわかった。 dieof..ゃ diefrom…の場
(18) 荒木一雄他編「英語表現辞典〔第2版〕」，小西友七著「英語前置詞活用辞典」，
「旺文社英和中辞典」， T. ウォーマック，三浦新市著「英作文情報辞典」参照。
(19) HeritageはUsageNoteで，動詞 Dieは死因を言い表す場合にふつぅ， of
かasa result ofを伴い， Hedied of (not from) a heart atack.のように
用い， fromは不可としている。もちろん，ここの死因とは死の直接の原因につ
いて述べる場合であり，遠因について述べる場合のfromを不可としているので
はないと考えられよう。
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合は前置詞 ofゃfromの前の語は動詞であって名詞ではない，という遮い
はあるものの， ofゃfromのそれぞれの前の語に係る度合いは本質的に同
じであると考えられる。すなわち， ofは動詞dieに密接に係っているので，
of以下には dieとか deathの直接の原因を表す語がくるのに対し， from
は動詞 dieからは少し離れるので， fromの目的語になる語とは，例えば，
用例にある habitや overworkなどのように，さかのぼると死の起点にな
る語であり，そして，喫煙癖 (thehabit [of smoking]）や過労 (over-
work)が遠因で死 (die,death)に至る過程の距離感が fromによって表
されていると考えられよう。両文とも同じ文型ではあるが，前置詞fromの
場合は ofに比較すると前の語に係る度合いが密接ではないと考えられる。
このことを Hedied of liver cancer.に対して， Hemight die/from the 
bad habit.のように表すことができる。そうすると，後者は dieとfrom
の間にはあたかも斜線で示された休止がおかれるかのように，お互いに離れ
た感じ，換言すると，遊離感があるが，前者は ofの前にそのような斜線で
表された休止はなく，密接に diedに係っているということになろう。
j-1. Boxers wear gloves made of soft leather padded with heavy 
sponge rubber. 
-The New Book of Knowledge, Volume 2, 
p.351 
j-2. Wine can be made from many fruits and plants that contain 
natural sugar. 
-Ibid., Volume 20, p.188 
ここにあげた用例の madeof…, made from... における前置詞 of,
fromも， dieof.., die from...における。if,fromと本質的には同じで
あると考えられよう。 glovesmade of soft leatherの of…以下は， die 
of…の場合と同じく，動詞に密接に係っているので，前置詞 ofの目的語
になる語は，本例の softleatherのように，作られた物の材料が原形を保
っているような物である。他方，用例の Winecan be made from many 
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fruits and plants…ゃ Wineis made from grapes.における前置詞from
はofのように動詞に密接に係っていないので，遊離感があり，従って， from
の目的語になる語とは，物が作られた結果，その材料の原形が失われるよう
な物である。用例の fruitsゃ plantsから，また， grapesからいくつかの
製造工程を経て wineが作られるのであるが， その原形が失われる過程が
fromという前置詞によって言い表されていると考えられよう。すなわち，
前置詞 fromによって，作られた物と材料との間の距離感が表されている
といえよう。
本論文で考察している Receivedof.,．と Receivedfrom…における前
置詞 of,fromもその本質は dieof…,die from..., made of…,made 
from...などにおける。fゃfromと同じであると考えられよう。両語とも
日本語で言い表すと「…から」「・・・より」ということになるが， ofは動詞
Receivedに密接に係っている，すなわち，密着感があり，「…から」の意
を軽く表しているのに対し， fromのほうは， Receivedとの間に距離感が
あるので「…から」の意が強く表されるということになろう。前置罰 from
のほうが ofよりも強い，ということは，意味の上だけではなく，両語を発
音した場合の音量の点にも見られる。前者は弱形でも fram（強形 fram)
と発音され，音の脱落はないが，後者は弱形の av（強形 av)でも， aが脱
落して単に Vとなったり，反対に Vが脱落して 3のみが発音されたりする。
すなわち， ofは，元来，音量の点で， fromより少ないのに，文中で他の
重要な語をきわだたせる場合は， 3かVが脱落して発音され，音量がさらに
少なくなるぐらい，非常に弱く軽い語であるということになろう。しかし，
ofは「…の」の意味からも明白なように，前の語には密接に係っている。
そして，現代英語では， ofとfromの両方の前置詞が用いられてきた動詞，
例えば，既に考察した buyとreceiveの場合，前置詞 fromを用いて強
(20) 
くはっきりと言い表すことが好まれるようになったということであろう。
(20) Within.,．には本来，前置詞ofが続く（用例1)のが定石であるが，次例2の
ように fromが用いられることも多い。起源，出所を強くはっきり言い表そうと
いう意識が働くのであろう。 1.…within2 weeks of receipt •Of order. (F. W. 
King and D. Ann Cree, Modern English Business Letters, p. 22) 2. 
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先に用例を通して見た動詞 demand, expect, requireと共に用いられ
ている前置詞 ofと fromもこれまで考察した of, fromと本質的には同
じである。では，なぜ，ある文には ofが用いられ，他の文には fromが用
いられるのか。英文の中で，これらの動詞と共に， ofを用いるか， fromを
使うかは，書く人がこれらの語にどのような感覚をもって書いているかの進
いであろうが，概していえることは，動詞＋目的語の場合は前置詞 from
が続き，文が受動態の場合は，用例 f-1の al that is expected of her 
や g-1の certaincourses are required of al studentsに見られるよう
に，動詞の後に。fが続くことが多いようである。そして，それぞれの文の
of以下は，…isexpected of her ;… are required of al studentsの下
線部が示すように，前の動詞の部分に離れずに密接に係っている。他方，
fromを用いると…isexpected/from her;... are required/from al 
studentsとなり，あたかも動詞の後には斜線で示された休止がおかれるか
のように，前後のそれぞれの語句が離れて， from...が強くはっきり表され
ると考えられるが，受動態の場合には，ふつうは，動詞に密接に係る ofに
よって起源，出所を軽く示すことが好まれるのであろう。換言すると，受
動態に fromを用いて起源，出所を表すことは， from…の部分が動詞から
離れて強くなるので好まれないのであろう。これに対して，動詞＋目的語十
from...の場合は，動詞と from...の間に目的語が介在するのでそのような
感覚は生じないのであろう。しかしながら，これらの動詞の場合も，用いら
れる前置詞は，既に考察した動詞 receiveや buyの場合と同じように，受
動態の文も含めて， ofから fromへ換わっていく過程にあると考えられよ
う。
以上，本小論の主たる目的である Receivedof…と Receivedfrom… 
の考察に関連して， receive以外の動詞と共に用いられる。fとfromに
…within ten days from receipt.of invoice. (L. Gartside, Model Business 
Letters, p. 52)．また，保険約款の Freeof Particular Average (F. P. A.）も
fromを用いて Freefrom Particular Averageとするのが普通になるであろ
う。
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も焦点を当て，考察を行った。そして， receive, buy, demand, expect, 
require, borrowなどの動詞については， これらの動詞と共に用いられる
起源，出所を表す前置詞 ofはfromに既に換わったか， あるいは，換わ
りつつある過程にあると考えて差し支えないであろう。
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